
に
い
が
た
２に

き

ろ
ｋ
ｍ
成
功
へ
の
具
体
策
と

　

新
潟
駅
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

豊
島　

真
（
翔
政
会
）

　
　

に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
の
市
民
へ
の
認

知
度
は
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
と

は
思
う
が
、
ま
だ
十
分
浸
透
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
「
東
洋
の
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ゼ
通
り
を
目
指
す
」
な
ど
の
分
か
り

や
す
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
設
定
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

市
民
参
画
の
機
運
の
醸
成
や
市
内

外
へ
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に

は
分
か
り
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

も
有
効
な
手
法
で
あ
り
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

新
た
に
で
き
る
巨
大
な
新
潟
駅
商

業
施
設
は
に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
の
起
爆
剤

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
新
潟
駅
か
ら
駅

前
商
店
街
を
つ
な
ぐ
動
線
を
確
保
す
る

た
め
、
当
初
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
南
北
方
向
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

南
北
方
向
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
は
新
た
な
人
流
の
創
出
な
ど
一
定

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
周
辺
開

発
と
連
携
し
た
整
備
を
目
指
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
の
職
員
給
与
水
準
と

　

２
０
４
０
年
の
本
市
の
財
政
運
営

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

本
市
の
業
務
を
民
間
団
体
が
行
う
形
に

変
わ
り
、
そ
の
成
果
へ
の
評
価
は
高
い
。

し
か
し
、
指
定
管
理
者
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
職
員
の
給
与
水
準
は
、
本
市
職
員

よ
り
低
く
、
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

　
　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の
職

員
の
賃
金
は
、
指
定
管
理
者
の
責
任
と

裁
量
に
よ
り
、
職
員
個
々
の
業
務
内
容

や
勤
務
時
間
な
ど
を
勘
案
し
、
決
定
さ

れ
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

人
口
減
少
、
特
に
労
働
人
口
の
減

少
や
低
所
得
者
の
改
善
が
で
き
な
け
れ

ば
、
い
ず
れ
本
市
は
政
令
指
定
都
市
と

し
て
の
運
営
が
不
可
能
に
な
る
と
危
惧

す
る
。
こ
の
数
十
年
、
税
収
は
伸
び
ず
、

市
債
も
減
っ
て
い
な
い
。
２
０
４
０
年

の
収
入
予
算
に
関
す
る
見
解
を
伺
う
。

　
　

人
口
減
少
や
人
口
構
成
の
変
化
か

ら
財
源
確
保
に
は
不
透
明
さ
も
あ
る
が
、

経
済
活
性
化
や
税
収
確
保
を
図
り
、
市

債
の
圧
縮
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

学
校
給
食
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
と

　

農
業
者
か
ら
の
提
案
型
支
援
制
度

保
苅　

浩
（
翔
政
会
）

　
　

日
本
一
の
米
生
産
量
を
誇
る
本
市

の
主
要
作
付
け
品
種
で
あ
る
コ
シ
ヒ
カ

リ
。
米
の
価
格
が
下
が
っ
て
い
る
今
、

未
来
の
大
人
た
ち
の
た
め
の
こ
だ
わ
り

を
持
っ
た
食
育
と
、
困
っ
て
い
る
農
業

者
へ
の
支
援
と
し
て
、
学
校
給
食
に
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
採
用
す
べ
き
で
は
。

　
　

子
ど
も
た
ち
に
は
給
食
に
関
わ
ら

ず
、
全
国
に
誇
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
食
べ

て
ほ
し
い
。
給
食
へ
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

提
供
を
関
係
者
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

　
　

既
存
の
元
気
な
農
業
応
援
事
業
は

制
約
が
多
く
利
用
し
に
く
い
。
農
業
者
、

農
業
団
体
な
ど
の
新
た
な
発
想
の
下
で
、

そ
の
や
る
気
を
引
き
出
す
提
案
型
補
助

制
度
が
必
要
と
考
え
る
。
農
業
者
の
積

極
的
農
業
を
後
押
し
す
る
、
縛
り
の
少

な
い
支
援
策
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

農
業
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
国
の
動
き
を
注

視
し
つ
つ
、
農
業
者
や
民
間
事
業
者
の

こ
れ
ま
で
に
は
な
い
ア
イ
デ
ア
を
農
業

に
反
映
で
き
る
よ
う
な
、
施
策
の
展
開

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●農業DX（デジタルトラ
ンスフォーメーション）

　デジタル技術を活用して効率
の良い営農を実行し、消費者
ニーズをデータで捉え、消費者
が価値を実感できる形で農産
物・食品を提供していく農業へ
変革すること。
　農林水産省では、農業・食関
連産業の関係者がデジタル変革
を進める際の羅針盤として、農
業DX構想を取りまとめた。

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
と

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
体
制

細
野　

弘
康

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

本
市
で
は
妊
娠
・
子
育
て
ほ
っ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
新
た
な
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
の
窓
口
を
統
合
し
、
子

ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
図
る
と
の
こ
と
だ

が
、
強
化
さ
れ
る
点
と
市
民
に
対
す
る

分
か
り
や
す
い
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

多
角
的
な
視
点
で
家
庭
の
状
況
が

把
握
で
き
、
迅
速
な
対
応
や
適
切
な
支

援
の
構
築
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を

活
用
し
な
が
ら
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
は
、
社

会
全
体
で
実
態
と
課
題
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
各
区
が
相
談
窓
口
と
な
り
関

係
機
関
が
連
携
し
、
丁
寧
に
か
つ
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
ち
対
応
す
る
体
制
と
す

べ
き
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
や
各
学
校

と
の
連
携
も
不
可
欠
と
な
る
が
、所
見
は
。

　
　

教
育
分
野
と
福
祉
分
野
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
。
共
通
認
識
を
持
っ
て
気

づ
き
を
高
め
、
確
実
に
支
援
へ
つ
な
ぐ

体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

無
症
状
か
ら
の
感
染
状
況
と

　

第
６
波
の
対
策
と
準
備

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
５
波
で
は
、
症
状
の
な
い
人
か
ら
の

感
染
例
が
目
立
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。

私
が
独
自
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
１
割

強
の
人
に
症
状
が
な
く
、
そ
の
う
ち
の

約
１
割
の
人
が
他
の
人
に
感
染
さ
せ
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
感
染
が
連
鎖
す
る
例

も
あ
っ
た
。
本
市
に
お
け
る
症
状
の
な

い
人
か
ら
の
感
染
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

無
症
状
や
軽
症
の
人
の
割
合
が
増

加
し
て
お
り
、
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

基
本
的
な
感
染
対
策
が
重
要
で
あ
り
、

今
後
も
市
民
へ
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　
　

今
後
懸
念
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
第
６
波
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
課
題
や
教
訓
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
な
ど
の
新
変
異
株
の
出
現
を
踏
ま

え
た
対
策
と
そ
の
準
備
の
状
況
は
。

　
　

積
極
的
疫
学
調
査
や
検
査
業
務
な

ど
陽
性
者
対
応
を
速
や
か
に
実
施
で
き

る
よ
う
保
健
師
を
は
じ
め
と
し
た
人
員

体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

里
親
制
度
の
普
及
啓
発
の
取
り
組
み
と

　

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が
ん
患
者
の
ニ
ー
ズ
把
握

高
橋　

聡
子

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

本
市
の
里
親
委
託
率
は
58
・
３
％

と
全
国
で
も
非
常
に
高
い
委
託
率
と

な
っ
て
い
る
が
、
県
内
に
乳
児
院
や
児

童
養
護
施
設
が
少
な
い
な
ど
の
事
情
が

関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
が
行
え

る
よ
う
里
親
の
登
録
数
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
幅
広
い
周
知

の
他
、
こ
れ
ま
で
登
録
さ
れ
た
里
親
の

年
齢
層
や
職
種
な
ど
の
傾
向
調
査
、
対

象
を
絞
っ
た
人
材
募
集
も
検
討
し
つ
つ
、

新
規
里
親
の
開
拓
に
努
め
て
い
く
。

　
　

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
は
相
談

に
も
つ
な
が
り
に
く
く
、
ニ
ー
ズ
の
把

握
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
進
学
、
結

婚
、
子
育
て
に
関
わ
る
時
期
で
の
治
療

と
な
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の

ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

●AYA世代のがん患者
　AYA世代は、Adolescent & Young 
Adult（思春期・若年成人）の略称で、
15歳から39歳までの世代を指し、小
児がんと成人がんがともに発症する
可能性があるため、小児および成人
専門の医師や看護師などが広く連携
して診療を行うことが重要である。
　中学生から社会人、子育て世代と
ライフステージが大きく変化する年
代であり、ひとりひとりのニーズに
合わせた支援が必要となる。

　
　

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

関
係
機
関
を
通
じ
て
情
報
収
集
す
る
と

と
も
に
、
国
や
県
の
動
向
や
他
都
市
の

事
例
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

災
害
支
援
物
資
倉
庫
お
よ
び

　

集
積
・
配
送
拠
点

内
山　

幸
紀

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

地
域
防
災
計
画
で
は
、
南
区
以
外

の
７
区
に
お
い
て
災
害
支
援
物
資
倉
庫

お
よ
び
集
積
・
配
送
拠
点
の
候
補
施
設

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
約
４
万
６
千
人

の
南
区
民
が
災
害
支
援
物
資
の
中
継
拠

点
が
な
い
状
態
に
置
か
れ
な
が
ら
も
、

こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
が
起
き
な
か
っ

た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
状
態
に
関
し
て
、
担
当
部
局
や

南
区
役
所
が
問
題
提
起
し
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る

と
考
え
る
。
早
期
に
災
害
支
援
物
資
倉

庫
お
よ
び
集
積
・
配
送
拠
点
の
候
補
施

設
の
設
定
を
求
め
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

南
区
と
隣
接
す
る
区
に
集
積
・
配

送
拠
点
の
候
補
施
設
が
複
数
あ
り
、
災

害
時
に
は
区
を
ま
た
い
で
避
難
所
に
物

資
が
直
送
さ
れ
る
こ
と
、
区
内
に
災
害

時
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
物
流
事

業
者
の
拠
点
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

円
滑
な
物
資
供
給
が
可
能
と
判
断
し
た

も
の
だ
が
、
配
置
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し

な
が
ら
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

次
の
工
業
団
地
の
準
備
と

　

公
共
施
設
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
募
集

荒
井　

宏
幸（

翔
政
会
）

　
　

全
国
的
に
物
流
関
連
施
設
の
開
発

が
盛
ん
で
あ
り
、
製
造
業
も
回
復
基
調

に
転
じ
、
企
業
の
設
備
投
資
の
動
き
も

活
発
化
す
る
中
、
８
地
区
の
新
た
な
工

業
団
地
の
次
の
、
さ
ら
な
る
工
業
用
地

の
創
出
と
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
こ
の

先
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　

企
業
立
地
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

な
が
ら
、
現
行
の
企
業
立
地
プ
ラ
ン
に

続
く
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
本

市
経
済
の
持
続
的
発
展
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

公
共
施
設
の
再
編
を
進
め
る
中
で
、

屋
外
プ
ー
ル
を
夏
季
以
外
は
テ
ン
ト
サ

ウ
ナ
会
場
に
転
用
す
る
な
ど
、
既
存
施

設
の
斬
新
な
活
用
方
法
に
よ
り
新
た
な

収
入
を
生
み
出
し
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
な
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を

個
人
や
団
体
か
ら
も
募
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

既
存
施
設
の
有
効
活
用
は
財
産
経

営
上
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
に

も
寄
与
す
る
魅
力
あ
る
提
案
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼  
一
般
質
問
者
は
24
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼ 
 

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

にいがた市議会だより 2令和４年（2022年）２月６日

新潟市議会FB 検索●新潟市議会Facebookでは、議会日程などの市議会の情報を発信しています。


